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た具体例とともに書かれている。欧米の家庭教育の実情という客観的事実と、それに対する下田の主観的感想とが織り交ぜられたテクスト構成である。客観的事実に下田の主観的感想が入ることで、ただ欧米式の家庭教育論を押し付ける で なく、欧米式家庭教育のどのような点が、これからの日本の家庭教育に活かされるべきなのかを、 り 的に読者へ示 ことを可能にしている。 「如何に在来 家庭書類と其趣を異にせ か」と言われる点は、まさにこのテクスト構造にあると言える。
まず本テクストの目次に着目してみる。家庭教育は大きく二部
構成をとってい




抑も、家庭教育とは、重に、その母親なる人の、其子を膝下に教養訓育するの意なれば、孰れの國、如何なる も 必ず、己が義務として、且つ其愛情の至れる限り、心を盡し力を致して、其子女を教養し、其効果を見んと欲するは云ふ迄も無き事ながら、凡そ百般 事 智力の程度低き者は、其志しは、よし厚き もせよ。そのしわざの顕はるゝ所に於ていと云ひがひ無き結果を生ずるが如く、母親の 誼は、東西開未開の國民、ともにみな均しか べきなれども 其子を教育するの手段方法に於いて 彼れは、其智の進めるが故に、我れに優 効果を呈すること、遺憾ながらも、亦止むことを得ずとぞ云ふべき。 （中略）而して、最もいみじきは、子女教育の一切 、温和慈恵 る母親の手に一任せられて、家庭に於る権力の 亦母親に重を見ることこれなり。宜なり。彼の国上流の女子は 大抵庭の選任教育にして、爾も、其効果の著きを見ることよ。希くは、わが國、幾多母親てふ名のもとに、子女教育といへる、偉大なる責任を負へる人の、泰西家庭教育の現況を伺ひ知りて 其長を取り、短を捨 彼の國ぶ の わが國ぶりに、合はせ用ひて、可な べしと覚ゆるどもを、参照適応せ






よって子女教育の内容や効果は異なってくることが指摘されている。そし その知性 点において 、日本よりも泰西の国々の方が進んでいることを悔しく思いながらも 泰西の子女教育 長所を取りいれ、日本の子女教育の長所と合わせることは、決して難しいことではないと、日本の子女教育の今後の発展に確信を持った力強 言葉を読者に投げかけている。これは、やはり欧米の母親が強い責任感を持って子女教育 行っていることへの 人としての対抗意識のあらわれであろう。家庭教育は、女性にとって強い責任感のもと果たされるべき 重要な職務である 考えている下田の家庭教育観の大前提がここに示されている。そして、その強い責任感を持って家庭教育 行える女性を育 ることが、下田の考える 「家庭教育」 の目的なのであ 。
また、本書で扱われている実例が、中流階級以上の家庭教育で
あることは、注意し おかなければならない。中には中流以下家庭での例も併記してある場合があるが、そのほとんど 階級以上の家庭教育の実例で 。これは本書が中流階級以上の家庭における 「家庭教育」 を対象としていることに他ならない
以上のように、本テクストは中流階級以上の家庭教育を対象と
しており、家庭教育とは、母親が自身の知性 もと強い責任感を
持って行うべきものとして捉えられている。またそのような家庭教育を実践できるように育て上げることが、女子教育の目的となっている。このことを念頭に置きながら、次章以降の「小児保育」 と 「子女教育」 について考察したい。
3． 「小児保育」
「小児保育」 の章は、まず妊娠期から始まっている。女性の妊娠に先立ち、その心構えにおい 東西の違いがはっきりとあらわれている。
















泰西の小児哺育法は、過半、牝牛の乳汁によれ と云ふも、差し仕へ無かるべし。女子のにして、各種の職業に従事す者は、時間を定めて、其時間毎に帰宅し 自ら、定度の分量を小児に哺 て、更に職務につくもあり。又は、其時間だけ、留守居の者に託し置き 只朝夕のみ自らするもあり。尚上流社會に於いては、看護婦侍して、之に哺育するが多し。 （
p. 21 ）






「人の妻たる者は、必ず先づ、人の母たるに差し仕へ無き迄の、教育を受けたる後にあらざれば能はず」と言いながら、 「牛乳哺育」を以て他の手に養育を任せる様子は、一見矛盾するようにも思える。しかし、女性がみな「人の母たるに差し仕へ無き迄の、教育を受け」ているからこそ、このような保育システムが可能となっているとも言える。大家族を形成し、 「家」 が子供を育てる環境にある日本においては、成立しづらいシステムであ とも言える。「小児の衣食住及び疾病」では、欧米における子供の衣服の管理、子供部屋の環境、そして疾病負傷時の看護の様子が説明さている。ここで特徴的なのは中等以上の家で、特に小児保 に力を入れている家庭には「保母室」が設けてあり、 「此所は、恰も、小幼稚園にして、その小児の嬉戯遊楽の間に於い 體育をすゝ
め、智育を始め、且つ、自づから徳育の要素をも養はんと」している点であろう。また病気の際には主治医を呼び、看護婦を雇って看病にあたらせている。これらに共通しているのは 実務に関しては専門家が担っているのだが その一切の責任を母親が負っている点である。 「人の母た に差し仕へ無き迄の、教育」には、母親としての実務だけではなく、家庭内での一切の責任を負い、指示し、実行させて く能力も含まれていることが分 る。
欧米における「責任」の捉え方について、興味深い具体例が挙
げられている。夫人が数日間不在にしている時に四歳 娘が負傷したが、夫は特に知らせ こともなく 夫人が不在 間は 仕事を早く切り上げ、保 や看護婦を助けて看病をした 夫人は帰宅後、子供の怪我を知り、まずは子供のもと 向かい抱きし 慰めた。その後の夫婦のやり取りは以下のとおりである。









は保育が母の責任であれば、不在時の怪我であってもその責任は母にあり、その不在を責められることもある。また、子供の看病のため 夫が仕事から早く帰るなど、妻の不徳と責められる事態であろう。このような夫婦関係を 「主従の如き傾きのある夫妻感」と言い切れる下田でも、心苦しく思う程、人々の中に染みついている伝統的な日本の家族観であり、母親の責任の捉え方である。しかし、欧米においては、夫婦は対等の関係であり 家庭内での役割分担はあっても、まず「子供に対して 責任」が明確に存在し、 「責任」の第一の保持者（母親）が の場合は そ 「責任」は別の者（父親）へきちんと引き継がれ 時 子供 一番近くに存在する大人（親）が自身の責任を自覚し負っているのる。これは「母親の という言葉だけが明確化され、実際「責任」が不透明な状態に陥る日本的な責任の捉え方とは全く異なるものである。
4． 「子女教育」
「小児保育」の章でも詳細を丁寧に説明していたが、 「子女教育」 の章は倍以上のページ数が割かれてい 。 「小児保育」 章で、
「人の妻たる者は、必ず先づ、人の母たるに差し仕へ無き迄の、
教育を受けたる後にあらざれば能はず」と言われている教育の内容こそ、 「子女教育」にて説明されているからであろう。 「小児保育」と「子女教育」とで構成される「家庭教育」だが、その比重は「子女教育」の方が大きいと考えていることが本書の構成からうかがえる。
子女の教育は、實は、其母なる人が、最も重き責任と心得て、この點に力を用ふること極めて少なからず。されば、女子はもとより、男子に在りても、小學年齢の頃は、無論、母の手に一任して、其すべてを統括し ほ進めるは中學程度の、大學 入りたる者さへ、往々そが方針、又は種々の事に就き、母親に相談するもある程なれば、女子の教育 、専母の責務に属する 、今更に言を俟たず。然れども、自由を尊ぶ、彼の國の風として 子女丁年 達したる上は、縦令、父母の斯くあらまほしと、希ふ事あ ても 命令的に、彼等をして、其意向に從はしむるが如き 無し。 （
p. 58 ）
欧米の家庭教育の方法は 「単純なる家庭教育」 と 「補充的家庭教
育」の二つに分けられている。前者は母親が家庭教師を選び、家庭で教育するというもので、後者は学校に入れてその補充的教育を家 が担うというものである。女子 前者、男子は後者の方法を採用することが多 が、 「小学時代は往々家庭 於い のみ、教育するもまた少なからず。 」 というのが一般的なようである。






も」ある。年齢が進むと専門の学者を選ぶこと あるようだが、音楽・語学の場合 必ず専門家を として選ぶというのが常のようだ。
この家庭教師に求められるのは学力だけではなく、その性格や
振る舞いも大切な要因として母親は家庭教師 選ぶ。下田は驚くべきこととして、教師の子供に対する言葉遣い 挙げている。

















影響ではないだろうか。 「泰西の文明は、みな一つに宗教そのものより、来る。 」 「社会の徳義、社会の制裁すべて、これより生ぜざるもの無し。 」と、欧米における社会規範や文明文化に至るまで、その根底にはキリスト教の影響が必ず見られる。これは、日本の子女教育を考えるうえでも、見過ごすことはできない。明治以降の日本の女子教育の普及には フェリス女学校をはじめとる、外国人教育者たちによるミッション系女学校設立が大きな役割を果たしたからであ 。そしてこの欧米的教育を支える規範の根底にあるキリスト教的道徳観 そ、下田が日本的教育との違いとして本テクスト 述べたかった点ではないだろうか。れ以降はこの点について考察していきたい。
5． 「泰西所見
 
家庭教育」 から見える下田歌子の 「家庭教育」 観
「小児保育」 「子女教育」と詳細に見てきたが、ここでは、下田の「家庭教育」の捉え方について考えていきたい。本テクスト 、欧米視察での見聞をまとめたものである。下田の主観は随所にあらわれているが、本テクストはあくま も欧米視察 体験をまとめたものに過ぎない。しかし、下田が本書 げたトピックは、やはり、下田の「家庭教育」における自身の考えが反映されてい
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されたる折に、或いは、口づから、云ひ或は、筆にも記して参らせたるが、漸ゝ斯く 積りたるなり。さるを今度、わが友の、聞出でゝ、同じくは、梓に上せて、同じ心ならん人にも見せよかしと云はるゝ儘に、さらばと、彼是を取り集め其足らざると添へ、不用なるを削りなどして、やがて、一巻とはなしつるなりけり。されば、こは、其始めは うち〳〵に、自から、打ち思ふまゝを、たゞありに 談りもし書きもしたるなれば、己さへ、最と飽かず覚ゆ ふしのみ多かるを、事の心知らざらん人の前に、ふと取り出でん事の 最とうたてくも耻しくも覚ゆるも か さりとて まさに、受け引きつる事を、又、今更にいかゞはせん ど 此巻の中に在る事どもは、さら〳〵 机上燈火の空談、冗語にはあらで、みな我がそのかみ、家営みそめた 頃 いみじう為なしけりと、嬉しみ思ひ 事 或は浅間 う、過ちてけりと、耻思ひ、且は、口惜うも、歎かしうも 詫びあへりしどもを追想し、又 人の上に就きて あらまほ と さるまじき事とも、側ら目 、打ち つることを、実地に就きて、聞えごちたるなれば 憂節知らぬ なよ竹の、まだ、世馴れぬ程の、すさびに 取 て 参考の一端と せられなば、誠に、本意ある限り りかし。
「緒言」で下田が説明するとおり、 『家庭要訓』は新たに嫁ぐ人が一家の主婦として、日常において行うべきことをまとめた書で
ある。 『家庭要訓』 の中で、家庭教育にあたる部分は 「 （三） 小児の取扱ひ」である。ここでは、新生児の保育方法から学校教育を受けるまでを範囲として、育児と教育の方法が書かれている。この中では、す に 「生母の乳を与うること能はざる場合に於いては、牛乳を以て 人工哺育を為す事あり。 」と、欧米の子 ての主流として紹介し いた「牛乳哺育」について書かれている。文章は次のように続く。








凡そ、児童の教育に二種類あり、学校教育と、家庭教育と、これなり。而して、家庭教育の功は、幼児が為には、尚ほ学校教育に勝るものありとは、何人も是認する所なるべし 就中、徳育は家庭の薫陶を以て、最も其重きに居 ものとし、智育は学校の教導を以て、重しとすなり。さればいかに、完全なる学校を選びて、児童を通学せしめた とも、その家庭若し不完全にして、その 常住坐臥に於る 、其宜しきを得ざる時は、不世出の俊傑、天品 英才た にあらざる以上は、決して、正義の志士、有徳の君子を出だす事あること少なし。
ここからは「学校教育」と「家庭教育」との役割がはっきりと分
けられ、そのバランスを重視している様子がうかがえる。本テクストでも欧米における「学校教育」と「家庭教育」とが記されていたが、欧米においては、幼児期は「家庭教育」によって教育を行い、 「学校教育」 を受ける時期に達して以降は、 「家庭教育」 は 「学校教育」 を補う意味合 が強かった。だからこそ、いつも母親は、








神様と」 の中で、下田は 「神」 という言葉が持つ意義の違 に いて触れている。
日本人の神と云う語は、其始めは決して、宗教的神の意義ではありませんでした。神 頂上と云ふ意、尊敬すべき者と云ふ意で御座いましたら、それで国を治 て人民に大恩を与えらるゝ所の天皇陛下、及び其の御子孫は因より、人民の眼
3
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祖先崇拝による国家的精神、国民的理想に由来し、それらを知ることで「自分の行ひの標本を得る事」が「徳育」の目的であると下田は考えていた、と推察される。日本における「徳」が忠孝の精神によるとする考えは、下田に限ったことではない。例えば明治二十三年の『教育勅語』において、 「我カ臣民克ク忠ニ克ク孝ニ億兆心ヲ一ニシテ世々厥ノ美ヲ濟セルハ此レ我カ國體ノ精華ニシテ教育ノ淵源亦實ニ此ニ存ス」とあるよう 忠孝の精神は古くから日本における道徳心の中心に位置し また、明治期にあって
は教育の根源とされていた。
下田が目指した女子教育は、実践的な教育により日本的な「良
妻賢母」を育て上げることである。しかし、ここでいう「良妻賢母」とは、伊藤由希子が「下田歌子の「良妻と賢母」 （一） 」で指摘するように体制的イデオローグとしてのそれではなく、 「好ましい人間像の特殊的具現とし 、そこにある種の普遍的 心理が孕んでいる」ものであった。本書で見てきたような、強い責任を持って家庭教育にあたる欧米の母親たちの姿は、まさに 西欧における「良妻賢母」 姿 して下田 捉えている 考えら るらである。
下田が欧米視察の中で強く感じているのは、欧米の子 教育
が、キリスト教的教えを根底に、ゆるぎない道徳心と愛国心 いう基盤の上に知性を築き上げようとしてい 点と、そのような教育に対して母親が強い責任を持ってい という点である。
下田は 『婦人常識の養成』 の中で 「国家の存立する限りは、教育
と云ふものは、国民教育にあるのだろうと、自分は信ずるので御座います。 」 （
p. 120 ）と見解を述べている。こうした発言が体制


















複雑なものがあつた故に、賢母なるものゝ色別が、多少異つて居たにもせよ。其母が其子を教へ且戒め育て助けて善を勧め悪を懲し名を揚げ業を成さしめた効果を見て、そして賢母なる評定 下 たのであるから、此点に於いては、古今東西、格別変つた事は無い で る。 
けれども一体婦人界の状態は、大分東洋と西洋とには相違
がある。すなはち、西洋の婦人界は妻の舞台であつて、東洋の婦人界は母の舞台である。其れは西洋の社会に、夫婦を以て一体とし、その一体からして、万物 分かれ出づるものと説いたから、夫婦の徳義が社会の徳義の源なりと認めて、一夫一婦の清く固い愛情からして親子 愛も同胞の愛も、みな湧き出づるものとしたのである。故に其愛の本尊であつて家庭の女王た 女子は勢ひ 其家庭にも社会にも勢力 持つてる道理である。然るに、東洋で 孝は百行の本といひ、孝を以 道徳の根源と教へ 親の権力 無上 つた。そして武断主義 行はれて社会に於 て 、不道の子は親手で殺 も差し仕へ無い事と迄になつて居た 其位であるから、母親の権力は甚だ重く認められた。 （
p. 28–29 ）
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下田は、家庭を夫婦中心として捉える欧米と、 「家」として捉
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A Perusal of Utako Shimoda’s “Taiseishoken Home Education”
KAMIKI Manami
This text is written about the realities of Western home education along with some examples Ms. 
Shimoda had actually experienced. It is a combination of the objective facts of Western home education 
and her subjective opinion. Her subjective point of view makes it possible for readers to understand how 
to adapt some methods of Western home education to the Japanese equivalent instead of pushing it on 
them. Reading “Taiseishoken Home education” in detail shows us the comparison between the morality 
based on Christianity and the morality based on Confucianism which was founded on loyalty and filial 
piety. Those moralities underly both Western and Asian home education. Female education is presupposed 
to improve women's social status. However, social standard and value which support it are clearly different 
in Western and Japanese societies. Ms. Shimoda understood the differences and tried to spread female 
education to follow Japanese standards and values. The female education Ms. Shimoda illustrated was 
national education and training which we call “being a good wife and wise mother.” However, according 
to Ms. Shimoda “a good wife and wise mother” was not completely systematic. It is undeniable that this 
thinking matches with the ideology of “a good wife and wise mother” in the trend of the times, Her idea 
of “a good wife and wise mother” shows the social significance of the Asian wife and mother by comparing 
them with the Western notion of them. The words “a good wife and wise mother” find value in Japanese 
motherhood even in times of Japanese modernization and this expression of thoughts attempt to improve 
the status of female.
